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大型ハリケーン「アイダ」が米上陸、主要石油ターミナルの出荷停止

［２９日　ロイター］ - 米気象当局によると、ハリケーン「アイダ」は５段階のうち２番目に強い「カテ

ゴリー４」に発達し、ルイジアナ州南部のフォーチョン港近くに上陸した。最大風速６７メートルの強力

なハリケーンで、米国の主要石油ターミナルの操業に影響が出ている。

全米最大の民間運営原油ターミナル、ルイジアナ・オフショア・オイル・ポート（ＬＯＯＰ）はハリケー

ン予想進路に基づき、操業地域に影響が出る懸念があることから出荷を停止。ルイジアナ南部の他の幾つ

かの港とミシシッピ州の複数の港も閉鎖された。

ＬＯＯＰにはルイジアナ沖合に海上ターミナルがあり、フォーチョン港が陸上の拠点となっている。米国

で唯一の、スーパータンカーからの荷揚げが可能な深水港で、フォーチョン港のサイトによると、国産原

油の１０─１５％、原油輸入の１０─１５％を処理し、米国の精製能力の約半分と関わりがある。

規制当局によると、２９日時点で、石油各社はメキシコ湾岸の原油生産量の９５％超に当たる日量１７４

万バレルの生産を一時停止した。メキシコ湾の沖合は、米国の原油供給量の１７％を占めている。

アイダが予想より急速に発達したのを受け、メキシコ湾岸の住民は避難を強いられ、事業所は閉鎖を余儀

なくされた。ルイジアナ州のエドワーズ知事は２８日、同州を直撃するハリケーンとしては１８５０年代

以降で最大の被害をもたらす可能性があると警告した。
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ＯＰＥＣプラス、増産方針再考の可能性＝クウェート石油相

［クウェート　２９日　ロイター］ - クウェートのファーリス石油相は２９日、石油輸出国機構（ＯＰＥ

Ｃ）加盟国とロシアなどの非加盟国で構成する「ＯＰＥＣプラス」が９月１日の会合で、先月決定した増

産方針を再考する可能性があるとの見方を示した。

ＯＰＥＣプラスは７月、協調減産を８月から１２月まで毎月日量４０万バレルずつ縮小することで合意し

ている。

ファーリス石油相は、クウェート市で開かれたイベントの会場でロイターに「市場は減速している。一部

の地域では新型コロナウイルス感染症の第４波が始まっているため、われわれはこの増産について慎重に

なり、再考すべきだ。日量４０万バレルの増産を保留にするかもしれない」と述べた。

東アジアの国々と中国は、依然としてコロナ感染症の影響を受けていると付け加えた。

バイデン米政権はガソリン価格の上昇で世界的な景気回復がリスクにさらされるとの懸念から、ＯＰＥＣ

プラスに増産するよう圧力をかけている。

米国からの呼び掛けについて問われ、ファーリス氏は、ＯＰＥＣ加盟国、とりわけ湾岸協力会議（ＧＣ

Ｃ）加盟国との会合では、価格上昇の問題にどのように対処すべきかについて、米国と異なる見方が示さ

れていると説明した。
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